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建物ぼや１棟　内壁若干等焼損　負傷者２人

　全火災件数 3,980 件（治外法権火災２件を除く。）のうち、行為者とその年齢が判明して

いる火災は 1,955 件ありました。以下、これについてみていきます。

　高齢者と高齢者以外の主な出火原因別発生状況を表したのが、表 5-1-4 です。

　主な出火原因別にみると、高齢者の火災で最も多いのは「ガステーブル等」が 126 件

（26.1％）、次いで｢たばこ｣が 74 件（15.4％）、「電気ストーブ」と「ロウソク」が各 24 件

（5.0％）などとなっています。「ガステーブル等」による火災は、揚げ物調理中にその場を

離れて忘れてしまったり、着衣がこんろの火に接したりして発生しています。
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解体中建物（その他）廃材10㎥、建物ぼや２棟　焼損
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　火災種別では建物火災が最も多く、59 件（90.8％）発生し、建物火災のうちの 58 件（98.3％）

がぼや火災となっています。これは着衣着火という性質上、火災の初期に人が対応したこと

によるものですが、死傷者の発生率は高く、特に死者の発生率をみると、平成 25 年以降は

１割を超えており、平成 28 年中は死者が７人発生しています。



　火災種別では建物火災が最も多く、59 件（90.8％）発生し、建物火災のうちの 58 件（98.3％）

がぼや火災となっています。これは着衣着火という性質上、火災の初期に人が対応したこと

によるものですが、死傷者の発生率は高く、特に死者の発生率をみると、平成 25 年以降は

１割を超えており、平成 28 年中は死者が７人発生しています。
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建物ぼや１棟　着衣１焼損　負傷者１人

　「作業中」では、電気設備等の工事中に感電し着衣が焼損したケースなどがあります。



建物ぼや１棟　着衣１焼損　負傷者１人
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